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取入れ口スク リ 取入れ水高門 @地~点@ ⑨地点 実演IJ 流量/ ー ン前水深 開き
王(子m均Sj流犯の量
No. @(地m)点 I(白(地m)点 平均(m水)深 水深 ω(m3地jse点C)|1③(m3地jsec点) (m) I (m) (m) 
1 1.035 1.075 0.30 0.30 0.686 0.790 3.49 3.56 3.53 
2 0.98 1.00 0.36 0.36 0.710 0.805 3.48 3.44 3.46 
3 1.00 1.03 0.30 0.30 0.655 0.750 3.15 3.15 3.15 
4 1.00 1.02 0.25 0.25 0.613 0.695 2.93 2.89 2.91 
5 1.01 1.03 0.20 0.20 0.518 0.630 2.50 2.58 2.54 
6 0.96 1.01 0.37 0.37 0.715 0.820 3.52 3.46 3.49 
7 0.74 0.74 0.48 0.48 0.645 0.730 3.19 3.12 3.16 
8 0.74 0.74 0.48 0.48 0.645 0.730 3.12 3.12 3.12 
9 0.70 0.73 0.40 0.40 0.603 0.700 3.05 2.85 2.95 
10 0.70 0.73 0.40 0.40 0.603 0.700 3.01 2.97 2.99 
11 0.43 0.43 全開 全開 0.365 0.412 1.73 1.69 1.71 








































































































1.2~三 EI/α<2.5の場合 1 
} …(2 ) 
C1 =0.934 (Et!α-1.10)一0・319J 
25云EI/α話15の場合 1 
j ……(3 ) 
C1=0.859 exρ(-0.0232 E t!α)J 
実測値 Qg，a， hh h3 (図-2. の⑮~~の四地点の平均水深 h@_fl) を以下採用した.)を用
い， (1)式でC1を逆算した値を表一2.に示した.また，C1とん/α の関係を図-4.に示した
(ただし，El王子h1).
いま，実測値 a，h1， h3を用い， C1を (2)，(3)式で与えた場合(以下，EI今んとす
る)と C1=0.65と定数と した場合4)の二方法でC1を与え，(1)式で計算流量を求めその誤
差を次式で調べた.







ないので実験式を作成するには無理があるが， hJ/ a;Z 2.5の場合についてデータを統計処
理し実験式を求めると次のようになった.
2.5$hl/a$5.2の場合 1 ~ ........................・H ・.(5)























(る1)C式1のに逆よ X の{直(劣) 備 考
算{直 (5 )式はる12(3)式に | C1=0.65 IJ!a 13/0 
0.874 3.1 6.5 23.1 3.52 2.29 
0.821 -1.8 0.1 19.4 2.75 1.97 
0.791 -2.9 0.3 18.4 3.38 2.18 
0.835 0.1 4.6 20.6 4.04 2.45 
0.810 -2.7 4.1 18.1 5.10 2.59 
0.821 -3.7 -1.8 17.9 2.66 1.93 
0.964 -5.9 34.4 1.54 1.34 
0.953 -7.1 33.7 1.54 1.34 
0.996 -4.6 30.4 1.79 1.51 
1.009 -3.2 31.3 1.79 1.51 
めた.
実測値 a，hhんを用い (5)式でCjを与え，













ここでは，実測値を統計処理して次の関係式を得た. なお，図-2. の@と @~CÐ地点聞
の流水の出入は無視し得る.
Qg=4.563 h⑧一0.217…........・H ・-・目…・…・・…・・・・…・・・・・・…・・・・・・・・・・目…・……・・(6) 















































0.3 0.5 0.7 !t1lJ 0.9 
図 5. hlJ9~⑦と h⑥の関係
? (m' /sec) 
1.01 1.0 2.0 3.0 4.0 
(10)式による Qg
図-6. 二方法による Qgの比較 (11(/話5.6)
(6)， (8)式を用いてんを QI1で表わすと (1)式は次のようになる.
QI1=C1aBl1v 2g(h1一0189QI1ー 0.047) "・H ・"…・・・・…・・…・……・・…・・…(9) 
上式を変形して
Q 2 
g z 十0.189Qg一九十0.047=0 ・H ・H ・H ・H ・-…………・・・・…・・・・(10)2 gC12a2Bg 
C1=f(hl> a)として (2)，(5)式で表わされているので hl>aを既知とすると (10)式は Qg
についての二次方程式となり，Qgは計算上求められることになる.したがって， hl> aよ
り取水量を知ることができる.





















ha/α=α1 (h1/α)ん…."・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・.…..・H ・...・H ・H ・H ・.・H ・.…・ (13)




(13)式の場合， αj，stが実測値から定められるとp 下流水路の H-Q関係を用いて (13)式
のんを Qeで置換える.すると，Qgは ht，αの関係式で表わされることになる.(14)式
の場合， α2's2が定められるとん，aを用い (14)式で Qgは容易に算出される.
このように， (13)あるいは (14)式によりん， αを用いて Qgが算出されることになる.
図一7.，8.は，表-1.のデー タを用いて，h3/αとん/a，Qg/(α3/2・Bg)とん/αの関係をプ
ロットしたものである.これより， (11)， (12)式の関係が認められる.したがって，実測値






























場合，また， (10)式の Qgについての関係式が複雑になるような場合には， (11)， (12)式を
用いて取水量をは握するのが有効と思われる.
2.所定の取水量実現













































用いて a'の時-の取入れ水門前水深 h/を試算法で求め，さらにJ hιdから (10)式で推
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0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 
図 11. Q." jQgとQ.'jQ.の関係
小さい.以上の傾向は，h. aの実績データの範削内における計算値においても同様で‘あ
った.
















増減を除くと， 7J(門操作に関連しての 11の変化は， 取水量精度の観点から無視し得るこ
とを示した.
実測に際し，日向)/1土地改良区の職員諸氏にご支援，ご鞭捷を頂いた.また，実測，
デ ター整理に当り， 山形大学農学部昭和51年卒湯浅政浩氏の協力を得た. 記して心から謝
意を表する.
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1n this paper， the discharge coefficient of the intake gate and the control of 
the diversion capacities in Al'ase River Head WOl'ks al'e shown. The results are 
summarized as follows. 
1) The calculative values of the discharge coefficient are indicated by using 
the observational values of the dischal'ge， the depth and the opening height of 
the gate. The relative error X of the discharge by using the experimental expres-
sion of the discharge coefficient was within土10%・
2) The method of the grasp of the diversion capacities Qg is stated by 
grasping the depth /z.j in front of the intake gate， and the opening height a of 
the intake gate， and using these. The past data of the 51th year of Shδwa were 
compared by using the former method and the method of the relationships bet-
ween water level and discharge at the downstream channe1. As the result， the 
difference of Qg by the two methods was about within 10%. 
3) The operation of the intake gate was examined in order to realize the 
prescribed diversion capacities. As the result， ifthe extreme incl'ease and decrease 
is excluded， itwas indicated that the variation of /lJ connected with the operation 
of the gate was permitted to disl'egard from a view-point of the accuracy of the 
diversion capacities. 
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